
平成２４年度一般会計当初予算説明資料 
７款 商工費 
 ３項 観光費                      国際観光推進課（内線：７２２１） 
    １目 観光費                                     （単位：千円） 

財 源 内 訳             
事 業 名      本 年 度 前 年 度 比 較 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 
備考 

（新）韓国向け観光客

誘致緊急対策事業 
7,040 0 7,040   

 
7,040  

トータルコスト ８，６４９千円（前年度 ０千円）［正職員：０．２人］ 

主な業務内容 韓国での情報発信支援 

工程表の政策目標(指標) 外国人観光客の倍増、国際リゾートの実現 

事業内容の説明 

１ 事業の目的・概要 

東日本大震災及び円高ウォン安により観光客が激減している韓国に対して、安全・安心の情報を 

平成２４年度第１四半期に集中的に発信し、新たな観光需要を掘り起こすことにより観光客数の回復

を図る。 

２ 主な事業内容       

格安価格で個人旅行者を鳥取県に招請し、鳥取県の魅力ある観光地をブログやフェイスブック等の

インターネット上のサービスを通じて韓国に情報発信する。  

                                      （単位：千円） 

区   分 予 算 額 

情報発信のための鳥取県旅行企画実施業務 

本県への渡航費相当を県・運航会社が一部負担し、格安価格を

設定。 

※ 県は搭乗券・乗船料定価の約６割負担を想定 

※ 残りは運航会社負担約２割、旅行者自己負担約２割を想定 

（県負担の内訳） 

・対米子－ソウル便利用者     30千円×40名×３ヶ月＝3,600千円 

・対ＤＢＳクルーズフェリー利用者 12千円×40名×３ヶ月＝1,440千円 

５，０４０  

事業実施に係る広報宣伝業務 １，０００  

調整に係る事務 １，０００  

          計 ７，０４０  

 

  【事業実施の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【実施効果】 

①韓国国内で 
鳥取県への 

旅行希望者を 
募集し旅行 
企画を提出 

②一定の審査の 
うえ旅行希望者

を抽選で鳥取県

に招請 
 
渡航費相当を 
県・運航会社が 

一部負担 

③旅行中にブロ

グ等を通じて情

報発信するとと

もに、帰国後も、

さらにブログ等

を通じて鳥取県

を紹介 

④旅行に関する 
追跡調査及びブ

ログ掲載等の報

告を実施 

 
米子ソウル便・ＤＢＳクルーズフェリーの利用促進（利用率向上） 

鳥取県（米子ソウル便・ＤＢＳクルーズフェリー）への注目 

情報発信・口コミの伝播 

観光客回復 

新たな観光需要増 

＋ 


